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また、彼の著書である『１２音技法入門 Introduction à la musique de douze sons』と『シェー













































































８ セリアリスムとヒエラルキーの問題についてはロベール・ピアンチコフスキ Robert Piencikowski が詳細
に論じている（Piencikowski ２００６）。
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全体を開始する和音は、ジュリアン・アンダーソン Julien Anderson の分析に示されたように、低い E の音
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（Entwurf mit Überklebeung; Fragment）［4S.］」「Particell（Reinschrift; Fragment）［1S.］」と記載されてい
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立に、和声とその進行を組織する」（Thurlow ２００６：１２０）。これは、先駆者としてのダニエル・


















１４ さらにアンベールは、そのプロトタイプをジャン・カスーの詩にもとづく〈J’ai rêvé que je vous portais
entre mes bras〉（１９５４）に見出している（Humbert １９８５：５６―５７）。

















œœœœbbb œœœœb ‰ ‰





œœœ# œœœ ‰ ‰ J
œœœ##
3 3

























? w w# w w# wn






























































? 83  œœ




B 87 ‰  œ# œb œ œb œ œ œ# œ œ# œn œn? rœn  
œ# œ œn œ œ# œ# œ œ# œ œn
œb
B
& 43‰  œ œ
œ œ# œ œ# œ œ œ# œ œb œ#
œn œb œ œ œ# œ

























しかしいまやこの C の音は、これに隣接する Fis の音とセットとなる傾向にあり、そうして
作られる増４度の響きが明らかな優位音響として働きはじめる。それゆえに、１２音音列の運用
上、この両者の順序を入れ替えるということも起こるのである。譜例１２は〈謎〉の第１変奏の






? Ó Œ ‰ œ œ# œ# œ œ#





œ œ# œn œ# œn œn
? ‰ œ œ jœ#( ) œ œ œ œ
5
œ# œ œb œ ‰
? ‰ œ œ jœ#( ) œ œ œ œ
5



























注目すべきは、右肩にデュティユーが「Synthèse harmonique du motif de la 1ère partie（第１
部のモチーフの和声的特質の要約）」との注記とともに記している５つの音が、第１セクショ
ン〈謎〉に提示された１２音音列の最初の５音に他ならないことである。そしてデュティユーは、
その左に書き込んだ「penser aux différents renversement 様々な転回形を試せ」の言葉通り、









２１ パウル・ザッハー財団「アンリ・デュティユー・コレクション」のカタログでは「Particell （Entwurf mit
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